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平
成
25
年
４
月
１
日

公
立
甲
賀
病
院
の
新
病
院
が
開
院

予
約
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　
初
診・再
診
予
約
や
、予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
、

取
り
直
し
な
ど
を
電
話
で
受
け
付
け
る
予
約

セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
外
来
受
診

の
際
は
、待
ち
時
間
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
の

で
予
約
セ
ン
タ
ー
で
の
事
前
予
約
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　
患
者
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方（
診
察
券
を
お

持
ち
の
方
）で
、診
療
科
を
指
定
で
き
る
方
に

限
り
、１
か
月
以
内
の
受
診
予
約
が
可
能
で

す
。
た
だ
し
、予
約
が
制
限
さ
れ
て
い
る
科
や

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お

電
話
で
の
受
診
相
談
や
問
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

予
約
セ
ン
タ
ー

☎
６
５
‐
１
６
３
４　

◦
受
付
開
始
日　
４
月
２
日（
火
）

◦
予
約
受
付
時
間　
平
日
８
時
30
分
～
16
時

受
付
場
所
が
増
え

予
約
再
来
受
付
が
対
面
受
付
に

　
総
合
受
付
に
加
え
４
カ
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
受

付
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

初
診
の
方・
予
約
さ
れ
て
い
な
い
再
来
の

　
所
在
地　
　
〒
５
２
８
‐
０
０
７
４

　
　
　
　
　
　
　
水
口
町
松
尾
１
２
５
６
番
地

　
ア
ク
セ
ス　

【
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合
】

◦
Ｊ
Ｒ
草
津
線　
貴
生
川
駅
よ
り
タ
ク
シ
ー
ま
た

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
甲
賀
病
院
」下
車

◦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
専
用
便
が
２
ル
ー
ト
運

行
さ
れ
ま
す
。（
貴
生
川・甲
賀
病
院
ル
ー
ト（
貴

生
川
駅
南
口
発
）、土
山
本
線（
田
村
神
社
発
））

※
各
路
線
の
病
院
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
は
、４

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
車
で
お
越
し
の
方
へ
】

　
国
道
１
号
、国
道
３
０

７
号
、ま
た
４
月
１
日
開

通
予
定
の
市
道
松
尾
山

幹
線
を
利
用
し
、水
口
松

尾
台
団
地
へ
の
進
入
を

避
け
て
く
だ
さ
い
。

　
駐
車
場
の
ご
案
内　

◦
南
側
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◦
出
入
口
に
駐
車
管
制

ゲ
ー
ト
を
設
置
し
、24

時
間
管
理
を
行
い
ま

す
。
駐
車
券
を
取
っ

て
入
場
く
だ
さ
い
。

◦
外
来
受
診
、健
診
利
用

の
方
は
、外
来
総
合
受

付・
支
払
窓
口
、入
退

院・救
急
受
付
で
無
料

処
理
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

方・
紹
介
状
を
お
持
ち
の
方
は
総
合
受
付
に
、

予
約
さ
れ
て
い
る
再
来
の
方
は
、ブ
ロ
ッ
ク
受

付
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

支
払
い
は
自
動
精
算
機
の
ご
利
用
を

　
待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、自
動
精
算

機
を
導
入
し
ま
し
た
。
総
合
受
付
付
近
に
あ

る
番
号
表
示
版
に
受
付
番
号
が
表
示
さ
れ
ま

す
の
で
、自
動
精
算
機
を
利
用
し
支
払
い
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

全
て
の
患
者
さ
ん
を
対
象
に

院
外
処
方
せ
ん
を
発
行

　
原
則
と
し
て
全
て
の
患
者
さ
ん
に
医
師
が

院
外
処
方
せ
ん
を
交
付
し
、院
外
の
か
か
り
つ

け
保
険
調
剤
薬
局
で
薬
を
受
け
取
る「
院
外
処

方
」と
な
り
ま
す
。

　
総
合
受
付
窓
口
前
に「
院
外
処
方
せ
ん
相
談

コ
ー
ナ
ー
」を
設
け
、保
険
調
剤
薬
局
の
紹
介

や
か
か
り
つ
け
保
険
調
剤
薬
局
へ
処
方
せ
ん

を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
す
。

「
か
か
り
つ
け
医
」を

　
　
　
　
お
持
ち
く
だ
さ
い

　
日
常
的
な
診
療
や
健
康
管
理
を
行
う

地
域
の
身
近
な
お
医
者
さ
ん
を「
か
か

り
つ
け
医
」と
し
て
持
つ
と
、異
変
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
ほ
か
、検
査
や
入

院
が
必
要
な
場
合
は
適
切
な
病
院
の
診

療
科
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

　

公
立
甲
賀
病
院
で
は
、か
か
り
つ
け

医
か
ら
の
診
療
予
約
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
こ
の
場
合
、初
診
時
に
特
別
の

料
金
が
不
要
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

病
気
の
経
過
が
分
か
る
た
め
早
く
治
療

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
紹
介
状
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、特
別

の
料
金（
初
診
に
係
る
費
用
）と
し
て

２
，１
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

充
実
し
た
多
言
語
対
応

　
現
在
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語・
ス
ペ
イ
ン

語・
中
国
語
の
医
療
通
訳
者
が
勤
務
し

て
い
る
ほ
か
、多
言
語
で
受
診
の
流
れ

や
地
図
を
検
索
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
な
ど
多
言
語
対
応
シ
ス
テ
ム
機
器
を

設
置
し
て
お
り
、外
国
人
患
者
さ
ん
に

も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　甲賀市、湖南市が構成団体となる公立甲賀病院組
合が進めていました新病院の水口町松尾地先への移
転新築工事がこのほど完了し、４月１日から業務が始まります。一般外来は、３月28日
まで旧病院に、４月２日からは新病院で受診ください。なお新病院移転後は、旧病院は
閉鎖されますのでご注意ください。
　新病院は緩和ケア病棟、回復期リハビリテーション病棟、集中治療室（ICU・CCU）が
新設され、保健、医療、介護、福祉を包括的に提供できる甲賀地域の中核的な病院として
皆さんの健康と安心を守ります。
　一般外来を利用していただくにあたって、旧病院との主な違いをご紹介します。

問
い
合
わ
せ

　
公
立
甲
賀
病
院　
新
病
院
準
備
室

　
☎
６
２
‐
０
２
３
４
㈹　
Fax
６
３
‐
０
５
８
８

来院区分 時　間 料金（税込） 備　考
外来患者・健診利用者さん等 ── 無料 1時間越えは、無料処理

入院患者さん 入院日・退院日 無料 入院中の駐車は禁止

一般の方
（お見舞いの方等）

1時間以内 無料
1時間越1時間毎 100円
10時間越え 1,000 24時間毎

・初診の方
・再来の方（予約なし）
・紹介状お持ちの方

再来の方
（予約あり）

受付（総合受付）

お薬の受取
（原則院外の保険調剤薬局）

問診

診察・検査

会計ファイル提出（各ブロック受付）

支払

帰宅

受付（各ブロック受付）

松尾山幹線

■シンボルマークが決定
　全国297点の応募の中から、京都
府在住の中

なか
川
がわ
寿
ひさし
さんの作品をシン

ボルマークとして決定しました。
　甲賀の「甲」の字と病院を表す十
字形が組み合わされ、患者と病院の
信頼関係を表しています。

▲自動精算機

▲外来受診の流れ
▲�予約再来受付などを行うブロック受付は
４カ所設置されている

▲�総合受付前には院外処方せん相談
コーナーや自動精算機も

　
敷
地
内
は
全
面
禁
煙
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
臨
時
休
診
の
ご
案
内

《
一
般
外
来
》 

３
月
29
日（
金
）～
４
月
１
日（
月
）

《
救
急
外
来
》 �

３
月
29
日（
金
）６
時
～
４
月
１
日

（
月
）17
時
15
分
の
間
、受
入
制
限

■
診
療
開
始
の
ご
案
内

《
一
般
外
来
》 

４
月
２
日（
火
）か
ら
診
察
開
始

（
受
付
時
間　
８
時
～
11
時
30
分
）

《
救
急
外
来
》 �

４
月
１
日（
月
）17
時
15
分
か
ら
通

常
通
り
受
け
入
れ
開
始

■
見
学
会
の
ご
案
内

《
日　
時
》 

３
月
24
日（
日
）

　
①
10
時
〜
12
時　
②
13
時
30
分
〜
16
時

 

同
日
開
催　
地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

 　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

※�

詳
し
く
は
公
立
甲
賀
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
事
前
申
込
不
要
。
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水
口
地
域

土
山
地
域

甲
賀
地
域

信
楽
地
域

甲
南
地
域

※新甲賀病院行きのコミュニティバス車両には、 を表示します

　　４月１日から
コミュニティバス路線を改定

　　デマンドタクシー
「コミタク」の運賃を改定

　平成25年４月の新甲賀病院開院に伴い、コミュニティバス各路線のコー
ス・便数等を改定します。
　主には、新甲賀病院まで各路線の延伸や専用便運行の対応
を行います。
●詳しくは、「甲賀市公共交通連携時刻表」をご覧ください。
　３月15日から地域市民センター等、各公共施設でお配りする
ほか、市ホームページにも掲載しています。

●路線改定における各路線の新甲賀病院までのアクセス

　信楽地域を運行するデマンドタクシー・コミタクについて、利便性の向上
を図るため、平成25年４月１日からコミュニティバス同様の運賃に改定し
ます。

○１乗車の普通運賃を350円（現状大人）
　から250円に改定します。

○コミュニティバス定期券、回数券、
　フリー乗車券も使用可能となります。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、い
じ
め
を
は
じ
め
様
々
な
不

安
や
悩
み
に
対
す
る
電
話
相
談
窓
口
を
記
載
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
を
作
製
し
、市
内
の
児
童
生
徒
に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、

い
じ
め
防
止
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
も
作
製
し
、学
校
や
市
内
公
共
施

設
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
は
、全
国
各
地
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
明
る
く
元
気
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、い
じ
め
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
案

は
、市
内
の
各
中
学
校
の
生
徒
か
ら
募
集
し
た
も
の
で
、子
ど
も
た

ち
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
配
布
や
掲
示
の
ほ
か
に
も
平
成
25
年
度
中
学
校
の
生
徒
手
帳

に
、各
校
で
選
ば
れ
た
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
の
電
話
相
談
窓
口
が
記

載
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、様
々
な
悩
み
を
打
ち
明
け
る
場
が
あ

る
こ
と
を
周
知
し
、い
じ
め
撲
滅
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

─
─
─ 「
悩
み
相
談
電
話
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
」な
ど
を
作
製

政策推進課　交通政策係
☎65-0672　Fax63-4554

問い合わせ
学校教育課　学務係
☎86-8019　Fax86-8380

問い合わせ

▲市内中学生がデザインした
　悩み相談電話マグネットシート

　軽自動車税には、身体障がい者・精神障がい者・知的障がい者・戦傷病者の 方に対する減免制度があります。
　ただし、申請者の要件には細かな規定があり、減免が受けられない場合も ございますので、詳しい内容につきま
してはお問い合わせください。

　　　対象車両　　　
○�平成25年４月１日時点で、自動車
検査証上の所有者が障がい者の方、
本人の軽自動車
○�身体障がい者が18歳未満の場合
で、生計同一者が所有する軽自動車
○�精神障がい者・知的障がい者の場合
で、生計同一者の所有する軽自動車
○�障がい者のみの世帯で構成される
為に、障がい者の常時介護者が使用
する軽自動車

　※�減免を受けることができるのは、手帳
を持つ人１人につき、普通自動車・軽自
動車・バイクのいずれか１台のみです。

　　　申請期間　　　

平成25年
４月１日（月）～５月24日（金）

　※�減免決定までに時間を要するため、申
請されても一旦お支払いいただく場
合がありますので、できるだけ４月中
に申請してください。

　※申請期間を過ぎると受付できません。

　　　 申請先 　　　
○税務課
○�旧支所の地域市民センター（土山・
甲賀大原・甲南第一・信楽）

　　　 持ち物 　　　
○�減免申請書（税務課および旧支所の地域
市民センター（土山・甲賀大原・甲南第一・
信楽）に備え付け）

○�障害者手帳（身体障害者手帳、精神障害
者保健福祉手帳、療育手帳、戦傷病者手帳
のいずれか該当するもの）

○主に運転する人の運転免許証
○該当車両の車検証
○印鑑（本人のもの）
○�軽自動車税納税通知書（届いている場
合のみ）

　※�「生計同一及び常時介護者」の場合は上
記以外に別途書類が必要になります。

【
宿
場
観
光
の
拠
点
】

ひ
と・ま
ち
街
道
交
流
館

オ
ー
プ
ン

　
こ
の
施
設
は
、水
口
宿
を
中
心
と
し
た
市
の
歴
史・文
化
や
観
光
情
報
を
発
信

す
る
ほ
か
、特
産
品
な
ど
の
紹
介
や
講
演
会
の
開
催
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
予
定

で
、宿
場
を
散
策
さ
れ
る
方
の
憩
い
の
場
と
し
て
、ま
た
地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流

の
場
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ
る
施

設
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
今
後
、こ
の
施
設
を
活
用
し
て
土
山
宿
と
の
一
体
的
な
観
光
施
策
を
展
開
し
、

か
つ
て
の
よ
う
な
東
海
道
の
に
ぎ
わ
い
再
生
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

施
設
の
概
要

　

◆
名　
称
：
甲
賀
市
ひ
と・ま
ち
街
道
交
流
館

　

◆
所
在
地
：
水
口
町
八
坂
７
番
４
号

　
　
　
　
　
　
（
水
口
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）

　

◆
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
７
０
︲
３
１
６
６

　

◆
開
館
時
間
：
９
時
～
17
時

　

◆
休
館
日
：
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、年
末
年
始

※
４
月
１
日（
月
）は
休
館
日
の
た
め
、２
日（
火
）か
ら
開
館
し
ま
す
。

　
東
海
道
水
口
宿
の
街
道
沿
い
に
４
月
１
日
、「
甲
賀
市
ひ
と・
ま
ち
街
道
交
流

館
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

平成25年度

軽自動車税の減免申請 の受付開始

問
い
合
わ
せ

　
観
光
戦
略
推
進
室　
観
光
戦
略
推
進
係

　
☎
６
５
‐
０
７
０
８　
Fax
６
３
‐
４
０
８
７

税務課　市民税
  ☎65-0679　Fax63-4574問い合わせ

◀
甲
賀
市
公
共
交
通
連
携
時
刻
表
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地域市民センター東西南北 キラリ輝く
自治振興会の活動内容を紹介しています

　
「
ま
ち
の
保
健
室
」は
平
成
24
年
度
か
ら
開
始
し
た
事
業
で
す
。

　
健
康
相
談
に
加
え
、糖
尿
病
や
認
知
症
予
防
な
ど
、毎
月
テ
ー
マ
を
設
け
お

話
を
聞
い
た
り
、軽
い
体
操
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　
１・
２
月
は
地
域
の
方
13
名
が
参
加
さ
れ
、「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」を
行
い
ま
し
た
。

　
高
知
市
よ
り
始
ま
っ
た
こ
の
体
操
は
、現
在
で
は
全
国

的
に
広
ま
り
、老
化
と
と
も
に
衰
え
る
筋
力
を
鍛
え
る
も

の
で
す
。
簡
単
な
動
き
で
す
が
、各
動
作
を
ゆ
っ
く
り
と

10
回
繰
り
返
す
の
が
結
構
大
変
で
、無
理
し
な
い
よ
う
に

と
保
健
師
さ
ん
が
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
が
み
ん
な
で
号
令
を
か
け
な
が
ら
体
操
し
、終

わ
っ
た
時
に
は
達
成
感
に
あ
ふ
れ
、生
き
い
き
と
し
た
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
道
路
は
通
勤・
通
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、日
常
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
最
も
身
近
な
公
共
施
設
で
す
。
こ
の
大
切
な
道
路
を
自
分
た
ち
で
守
ろ
う

と
、区
長
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
青
土
ダ
ム
を
通
過
す
る

県
道
の
通
行
支
障
木
の
伐
採
を
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
作
業

区
間
も
長
く
、多
く
の
雑
木
の
伐
採
を
必
要
と
し
た
た

め
、猛
暑
の
夏
か
ら
雪
が
ち
ら
つ
く
冬
に
か
け
、３
回

に
分
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
熱
意
あ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、正
に
現
代
の「
道
普
請
」に
よ
り
、草
木
が

被
り
う
っ
そ
う
と
し
て
い
た
県
道
が
明
る
く
見
通
し

の
良
い
道
路
と
し
て
蘇
り
ま
し
た
。
最
終
回
の
作
業

終
了
後
に
は
慰
労
会
も
開
催
さ
れ
、ま
ち
づ
く
り
談
義

に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　
広
野
台
西
区
は
、水
口
町
の
一
番
西
側
に
位
置
す
る

人
口
１
，２
０
０
余
人
の
住
宅
団
地
で
す
。
昨
年
か
ら

取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
、ば
ん
た
に
自
治
振
興
会
の
防

災
備
品
整
備
事
業
に
よ
り
、今
年
度
は「
防
災
か
ま
ど

ベ
ン
チ
」を
集
会
所
広
場
に
２
基
設
置
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

区
か
ら
委
託
さ
れ
た
住
民
の
有
志
が
、講
習
を
受

け
、資
材
の
調
達
か
ら
施
工
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。
寒

風
の
中
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
手
造
り
の
立
派
な「
か

ま
ど
ベ
ン
チ
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　
災
害
発
生
時
に
は
避
難
所
の
炊
き
出
し
用
と
し
て
、

普
段
は
公
園
の
ベ
ン
チ
と
し
て
利
用
さ
れ
、早
速
、こ

の
春
の
区
の
行
事
に
活
用
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
３
日
、希
望
ヶ
丘
学
区
自
治
振
興
会
希
望
ヶ
丘

分
会
企
画
の「
希
望
ヶ
丘
お
掃
除
し
隊
」に
よ
る
清
掃

活
動
が
希
望
ヶ
丘
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周

辺
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
60
名

が
参
加
し
、お
揃
い
の
ビ
ブ
ス
を
着
て
、和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、側
溝
や
道
端
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、紙
く
ず
な
ど
を
約
１
時
間
か
け
て
拾
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、収
集
し
た
ゴ
ミ
を
分
別
し
た
後
、

温
か
い
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
参
加
者
同
士
の
親
睦

が
図
ら
れ
、地
域
の
皆
さ
ん
の
絆
を
深
め
る
日
に
も
な

り
ま
し
た
。

百
歳
体
操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

「
道み

ち

普ぶ

請し
ん

」で
ま
ち
づ
く
り

鮎
河
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

広
野
台
西
区
防
災
か
ま
ど
ベ
ン
チ
が
完
成

伴
谷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

地
域
は
み
ん
な
の
力
で
美
し
く

�

希
望
ヶ
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

No.15

「
ナ
マ
ス
テ
」よ
う
こ
そ
多
羅
尾
へ

―
都
市
農
村
交
流
事
業
の
受
入
家
庭
と
し
て
―

　
市
が
進
め
て
い
る「
都
市
農
村
交
流
事
業
」の

一
環
と
し
て
昨
年
か
ら
、イ
ン
ド
人
学
生
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ほ
か
都
市
部
の
学
生
を
受
け

入
れ
、農
業
体
験
や
郷
土
料
理
づ
く
り
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　
受
入
家
庭
の
皆
さ
ん
は
、初
め
て
の
取
り
組

み
に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、す
ぐ
に
打
ち
解

け
る
こ
と
が
で
き
、学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
中

に
は
現
在
で
も
、お
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
い

親
交
が
続
い
て
い
る
家
庭
も
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
、６
月
に
中
学
校
の
修
学
旅
行
生
の

受
入
を
予
定

し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か

ら
も
訪
れ
た

学
生
た
ち
に

多
羅
尾
で
良

い
思
い
出
を

作
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

ブ
ロ
グ「
陽
だ
ま
り
」を
開
設

　
日
々
の
多
羅
尾
の
様
子
や
自
治
振
興
会
の
行

事
な
ど
を
発
信
し
て
い
く
た
め
、多
羅
尾
学
区

自
治
振
興
会
ブ
ロ
グ「
陽
だ
ま
り
」を
開
設
し
ま

し
た
。

　
開
始
か
ら
1
年
、多
く
の
方
に
閲
覧
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
、多
羅
尾
に
足
を
運

び
、地
域
内
の

写
真
を
撮
っ
て

提
供
し
て
く
だ

さ
る
な
ど
素
晴

ら
し
い
出
会
い

も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、多

羅
尾
出
身
の
方

な
ど
か
ら
も
故

郷
を
思
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
大
変
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
に
密
着
し
た
様
々
な
情
報
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
多
羅
尾
学
区
自
治
振
興
会
ブ
ロ
グ 

陽
だ
ま
り

http://taraoku.shiga-saku.net/

案
内
地
図
看
板

 

「
天て

ん

空く
う

の
郷さ

と 

多
羅
尾
」を
設
置

　
多
羅
尾
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
方
に
地
域
の

名
所
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
多
羅
尾
駐
在
所
前

に
案
内
地
図
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
看
板
に

は
、地
域
3
カ
所
の
展
望
ス
ポ
ッ
ト
の
ほ
か
史

跡
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
天
空
の
郷　
多
羅
尾
」と
名
付
け
た
よ
う
に

標
高
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
地
は
県
下
で

も
数
少
な
く
、夏
は
別
天
地
で
す
。
多
く
の
方

に
多
羅
尾
を
訪
れ
、散
策
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
た
だ
今
手
持
ち
用

散
策
マ
ッ
プ
も
作
成
中
で
す
。

雲
海
か
ら
空
中
都
市
が
臨
め
ま
す

―
展
望
ス
ポ
ッ
ト「
御お

斎と
ぎ

の
杜も

り

」を
整
備
―

　
看
板
に
掲
載
し
て
あ
る
展
望
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ

と
つ
で
あ
る
御
斎
の
杜
を
も
っ
と
皆
さ
ん
に
足

を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

　
展
望
台
か
ら
は
、遠
く
は
奈
良
県
の
曽
爾
高

原
が
見
え
足
元
に
は
三
重
県
の
島
ヶ
原
や
上
野

城
が
一
望
で
き

ま
す
。
ま
た
、

秋
か
ら
冬
に
か

け
て
の
気
温
が

上
昇
し
た
次
の

早
朝
に
は
上
野

市
が
雲
海
に
包

ま
れ
る
景
色
も

楽
し
め
ま
す
。

　
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

　
当
地
区
は
昭
和
28
年
の
大
水
害
を
経
験
し
て

お
り
、住
民
の
防
災
意
識
は
以
前
か
ら
大
変
高

い
も
の
で
し
た
。

　
さ
ら
に
防
災
の
充
実
を
図
る
た
め
、昨
年
よ

り
も
う
一
度
避
難
経
路
の
見
直
し
や
、避
難
場

所
や
危
険
個
所
の
確
認
を
行
い
、県・市
お
よ
び

専
門
の
業
者
の
方
々
の
協
力
の
も
と
に
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
方
や
要
援
護
者
の
方
の
避
難
方
法

な
ど
も
再
確
認
し
、地
域
一
丸
と
な
っ
て
防
災

に
備
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
一
人
一
人
が
生
か
さ
れ
る
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

― 多羅尾学区自治振興会 ―
　164世帯、420名が暮らす多羅尾区は現在、「少子高齢化」や「若者離れ」といった課題を抱えています。
　当区は、一学区一自治会であるため、従来からの事業はもちろん新たな事業にも積極的に取り組み、課
題の解決を図っています。
　これまで区民全員が参画できる組織として、区民の皆さんの協力のもと少しずつ笑顔あふれるふるさ
とづくりをめざして活動してきました。

問
い
合
わ
せ

　
多
羅
尾
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎
／
Fax
８
５
‐
０
０
０
１

▲インドの高校生23名を受け入れ

▲ECC国際外語専門学校生稲刈体験

▲「御斎の杜」から望む上野市
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▲参加者全員で竹太鼓を演奏

▲中嶋市長から賞状を受ける受賞者

▲対談講演する壇ふみさんと坂本信幸さん

　
甲
南
高
校「
バ
イ
オ
と
か
が
く
」系
列
の
生

徒
に
よ
る
授
業
が
２
月
18
日
、甲
南
第
二
小
学

校
で
行
わ
れ
、科
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ク
ラ
ブ
の

18
名
に
科
学
実
験
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
こ
の
出
前
授
業
は
、実
験
を
通
し
て
身
の
回

り
の
現
象
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
毎

年
同
校
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、羽
根
の
無
い「
リ
ン
グ
グ
ラ
イ

ダ
ー
」を
作
っ
て
飛
ば
す
実
験
や
、マ
イ
ナ
ス

１
９
６
℃
に
な
る
液
体
窒
素
を
使
っ
た
実
験

を
行
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
は
、液
体
窒
素
で
風
船
の
中
の
空
気

を
液
体
に
変
え
た
り
、瞬
時
に
凍
ら
せ
た
花
を

手
で
バ
ラ
バ
ラ
に
し
た
り
と
手
品
の
よ
う
に

見
せ
、生
徒
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

し
た
。

高
校
生
が

科
学
の
不
思
議
を
披
露

世代間交流のつどい

柏木小学校親子研修会

　
柏
木
小
学
校
の
親
子
研
修
会
が
２
月
14
日
、同
校
で
行
わ
れ
、全
校
生
徒
１
９
３
名
と
保
護
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、レ
ス
リ
ン
グ
競
技
に
双
子
で
五

輪
に
出
場
し
た
、北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ

ダ
リ
ス
ト
の
湯ゆ

元も
と

健け
ん

一い
ち

選
手
と
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
湯
元
進し
ん

一い
ち

選
手
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
、自
ら
の
経
験
か
ら「
自
信
を

持
っ
て
努
力
す
れ
ば
夢
は
叶
う
」と
伝
え
た

後
、実
技
や
子
ど
も
た
ち
と
の
対
戦
が
行
わ

れ
、会
場
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　岩上自治振興会が主催する世代間交流のつどいが
２月23日、岩上体育館で開催され、地区の皆さん約
200名が参加しました。
　この催しは、和太鼓を通じて世代を越えた交流を
深めようと昨年から始まったものです。
　同地区で活動する岩上たいこサロンをはじめプロ
の和太鼓奏者こばやしくみこさんなどが出演し、力
のこもった演奏を披露しました。つどいの最後は、
全員が参加しての竹太鼓で、子どもからお年寄りま
でが心を一つに童謡に合わせて演奏しました。

心を一つに竹太鼓を演奏“
夢
は
叶
え
る
も
の
”メ
ダ
リ
ス
ト
が
講
演

▲これまでの経験を話す湯元健一・進一選手

　

市
は
、平
成
24
年
度
か
ら
の
事
業
、あ
い
こ
う
か「
う

た
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
身
近
な
風
景
や
大
切
な
人
を

思
う
気
持
ち
を
詠
ん
だ
短
歌
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
約
２
，３
０
０
首
の
中
か

ら
、入
賞
し
た
30
首
を
発
表
す
る
表
彰
式
が
３
月
２
日
、

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、約
２
０
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
、女
優
の
壇だ
ん
ふ
み
さ
ん
と
高
岡
市
万

葉
歴
史
館
坂さ
か
本も
と
信の
ぶ
幸ゆ
き
館
長
が
対
談
し
、万
葉
集
の
魅
力
に

つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
作
品
が
詠
み
あ
げ
ら
れ
る
た
び
に
会
場
か
ら
は
感
嘆

の
声
や
和
や
か
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、参
加
者
は
一
首
一
首

の
う
た
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。
　

各
部
門
の
最
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

な
お
、全
て
の
受
賞
作
品
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

一
般
の
部
／
谷た

に
井い

か
つ
子（
信
楽
町
）

　
穴あ

な

窯が
ま

の
攻
め
に
入い

り
た
る
火
の
唸う

な

り

薪ま
き

割わ

る
音お

と

や
暁あ

け

闇く
れ

の
冷
え

中
学
生
の
部
／
三み

輪わ　
現げ
ん（
城
山
中
３
年
）

　
頑
張
れ
よ
そ
の
一
言
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

父
の
激
励
朝
の
恒
例

小
学
生
の
部
／
吉よ

し
本も
と
天て
ん
祥し
ょ
う（
貴
生
川
小
６
年
）

　
物
言
わ
ず
高
く
そ
び
え
る
飯は

ん

道ど
う

山ざ
ん

す
ぐ
そ
ば
に
い
る
我
父
の
よ
う

　
市
は
、こ
れ
ら
の
作
品
を
様
々
に
活
用
し
、市
の
魅
力

と
し
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
風
景
や
人
を
思
う
気
持
ち
を
う
た
に
込
め
て

　掃除を通して自分の心を磨く「トイレ掃除学習」が２月27日、
雲井小学校で行われました。
　「滋賀掃除に学ぶ会」の皆さんに指導を受け、お世話になった校
舎に感謝の気持ちを込めて、６年生30名がトイレ掃除に汗を流
しました。
　同会は、「心磨き」をめざして公共施設などのトイレを中心に掃
除を行っている団体で、当日は約50名が参加しました。
　卒業を控えた子どもたちは、お世話になったトイレを心を込め
て磨きあげていました。

思い出の校舎ありがとう

▲感謝の気持ちを込めトイレを掃除

「心を磨く」トイレ掃除学習

あいこうか「うた」プロジェクト 
入賞作品表式・記念講演会

▲液体窒素を使った実験を行う甲南高校生

甲南第二小学校・
甲南高校出前授業
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の 情報のまど information

交
通
事
故
ゼ
ロ
へ
の
道

新
入
学（
園
）児
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
運
動
が
始
ま
り
ま
す

一
年
間
に
わ
た
り
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
き
ま

し
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
も
最
終
回
を
迎
え
ま
す
。

交
通
事
故
を
な
く
す
に
は
、法
令
を
し
っ
か
り
守
る

こ
と
は
当
然
で
す
が
、マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
も
同
じ
く
ら

い
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
、構
成
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、横
断
歩
道
で
止
ま
り
歩
行
者
を
優
先
さ

せ
る
車
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、逆
に
、赤
信
号
に
な
っ

て
も
急
い
で
交
差
点
に
進
入
し
て
く
る
車
や
、車
間
距

離
を
極
端
に
狭
く
し
て
く
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
ま
だ

ま
だ
多
く
出
会
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
効
果
が
ど
れ
ほ
ど
表
れ
た
の
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、一
た
び
交
通
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
え
ば
、後
戻
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
県
内
で
は
昨
年

８
千
件
余
り
の
交
通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
日
平

均
す
れ
ば
22
件
強
と
な
り
ま
す
。
加
害
者
と
被
害
者

だ
け
で
も
単
純
に
そ
の
倍
の
数
に
上
り
、ど
ち
ら
に
も

得
る
も
の
は
な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、家
族
や

関
係
者
を
含
め
る
と
、事
故
の
数
を
は
る
か
に
超
え
る

悲
し
み
と
後
悔
が
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
分
は
大
丈
夫
、と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
交
通
事

故
の
可
能
性
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
事
故
を
起
こ

し
た
り
、事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し
な
い
た
め
に

は
、歩
行
者
に
も
同
乗
者
に
も
愛
車
に
も
優
し
い
運
転

を
心
が
け
る
こ
と
で
す
。

今
日
あ
る
家
族
の
笑
顔
が
悲
し
み
に
暮
れ
る
よ
う

な
こ
と
の
な
い
よ
う
、ご
自
身
の
運
転
を
振
り
返
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

お知らせ
法律相談
①日時／3月21日（木）13時〜16時
●場所／甲賀市市民福祉活動センター
②日時／3月28日（木）13時〜16時
●場所／水口社会福祉センター
③日時／4月 4日（木）13時〜16時
●場所／老人福祉センターフィランソ土山
※相談は予約制で、開催日の2週間前
より受け付け。先着6名（1人30分）。
※相談は無料で秘密は厳守します。
●相談員／滋賀県弁護士会所属の弁護士
問・予約／甲賀市社会福祉協議会

62-8085／Fax63-2021

シカの個体数調整を実施
　農林業被害の軽減を図るため、シカ
の個体数調整を昨年4月1日から11
月14日まで関係機関の協力のもと実
施し、791頭を捕獲しました。平成25
年も実施しますので、ご理解･ご協力
をお願いします。
●捕獲期間／3月16日〜11月14日
問／鳥獣害対策室

65-0734／Fax63-4592

催　し
みなくち子どもの森
きまぐれ「しぜんさんぽ」
ツクシやオタマジャクシが見つかるかな?
●日時／3月20日（祝）14時〜約1時間
●集合／みなくち子どもの森自然館前
●内容／短時間の自然観察ガイド
●定員／先着15名
※申込不要、参加無料、小雨決行

問／みなくち子どもの森自然館
63-6712／Fax63-0466

☆夜空旅人（天体観望会）☆
「黄道十二星座のおはなし」
〜太陽の通り道と星座〜
●日時／3月23日（土）19時30分〜
21時30分
●場所／かふか生涯学習館
●内容／月、木星、春の星座などの観望
●申込方法／電話にて下記まで
●申込締切／3月22（金） 先着20名
※天候・人数等により中止する場合が
あります。
申・問／かふか生涯学習館

88-4100／Fax88-5055

東海道伝馬館春休みお話会
●日時／3月27日（水）10時〜12時
●場所／東海道伝馬館
●内容／朗読ボランティアサークル
「つくしんぼ」による絵本や紙芝居の
お話会と遊び（百人一首）
※申込、参加費不要
問／東海道伝馬館（月・火休館）

／Fax66-2770

「にんくる土曜塾」
●日時／4月13日(土）10時〜11時30分
●場所／にんくる児童館（相模教育集会所）
●内容／恐竜のたまごを作ってあそぼう!
●参加費／無料
●定員／先着15名
●申込締切／4月11日（木）
問・申／にんくる児童館　　

88-5692／Fax88-5696

　  募　集
第22回鈴鹿馬子唄全国大会
出場者募集
　6月16日（日）開催の「鈴鹿馬子唄
全国大会」出場者を募集します。　　
●会場／あいの土山文化ホール
●出場資格／プロ・アマ問わず誰でも
参加できます。（ただし、過去に優勝さ
れた方は出場できません。）
●申込期限／5月17日（金）
●参加料／一般の部3,000円／少年
少女の部　無料
問・申／あいの土山文化ホール

66-1602／Fax66-1603

平
成
25
年
度
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
例
年
新
聞
折
込
で
配
布
し
て
い
る
ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
を
、今
年
度
か
ら
、区・
自
治
会
を

通
じ
て
の
配
布
に
変
更
し
ま
す
。
配
布
時
期

は
３
月
中
旬
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

区・
自
治
会
を
通
じ
て
お
手
元
に
届
か
な

い
方
に
つ
い
て
は
、３
月
15
日
以
降
に
市
役

所
生
活
環
境
課・
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　

収
集
日
程
が
変
わ
る
地
域
も
あ
る
の
で
、

日
程
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
ラ
イ
タ
ー
を

別
品
目
と
し
て
回
収

　

回
収
時
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、４
月
１
日

か
ら
、埋
立
ご
み
と
し
て
回
収
し
て
い
た
ラ

イ
タ
ー
を
別
品
目
と
し
て
回
収
し
ま
す
。

　
各
集
積
所
に
ラ
イ
タ
ー
と
記
載
さ
れ
た
分

別
か
ご
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、既
存
の
分
別
か

ご
の
い
ず
れ
か
を
使
用
し
て
、ラ
イ
タ
ー
だ

け
で
一
つ
に
ま
と
め
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、ラ
イ
タ
ー
は
引
き
続
き
、市
役
所
生

活
環
境
課・
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課　
廃
棄
物
対
策
係

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
９
０

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２　

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課　
生
活
交
通
係

　
☎
６
５
‐
０
６
８
６　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２

セーフコミュニティ
アンケート調査

　安心・安全なまちづくりについ
ての意識調査（無作為抽出1500
世帯対象）を発送しています。
　調査票が届いた方はご協力をお
願いします。 

◆�実施目的　セーフコミュニティの
取り組みにおいて、市独自の方針・
テーマ等を決めるための基礎資料
として、地域の特性や課題、安心・安
全に対して市民の皆様が抱く不安
感の要素や背景などを調査・分析す
るため実施します。 

◆�対象者　18歳以上の市民（平成６
年４月１日以前に生まれた方）。無
作為抽出により1500世帯に送付。 

◆発送時期　平成25年３月上旬 

◆実施方法　郵送により配布・回収 

※�調査票は、「世帯票」と「個人票」の２種類
あります。さまざまな世代・立場の方か
らご回答いただくため、個人票は18歳
以上の方の人数に合わせて３部を上限
として同封しています。

危機管理課　安心安全係
☎65-0665　Fax63-4619

問い合わせ

３ 15
（金）

4 15
（月）

◦実施期間◦

■
新
入
学（
園
）児
を
守
る
た
め
に

　
新
入
学（
園
）シ
ー
ズ
ン
の
４
月
に
は
、子
ど
も
が
事
故
に
遭
う

お
そ
れ
が
高
ま
り
ま
す
。

　
運
転
者
の
皆
さ
ん
は・・・

○
学
校
や
公
園
な
ど
、子
ど
も
が
多
い
場
所
の
近
く
で
は
、不

意
の
行
動
に
備
え
て
速
度
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

○
違
法
駐
車・迷
惑
駐
車
は
、見
通
し
を
妨
げ
、飛
び
出
し
事
故

を
招
く
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
自
動
車
に
同
乗
さ
せ
る
と
き
は

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
は・・・

○
入
学（
園
）前
ま
で
に
、子
ど
も
と
一
緒
に
通
学（
園
）路
を
歩

き
、子
ど
も
の
目
線
で
危
険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
に
乗
る
子
ど
も
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

■
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　
高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は・・・

○
徒
歩
や
自
転
車
で
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、必
ず
止
ま
っ

て
周
囲
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
の
腕
を
過
信
せ
ず
、無
理
の
な
い
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

○
自
身
の
運
転
に
危
険
を
感
じ
る
こ
と
が
増
え
た
ら
、免
許
証

の
返
納
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

▼
地
域
で
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
と
高
齢
者
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

広報あいこうか
毎月１日号　窓口だより
お誕生おめでとうございます
コーナーの廃止について
　毎月１日号で掲載しております「窓
口だより」のうち、出生の届出をお知
らせする「お誕生おめでとうございま
す」コーナーにつきましては、個人情
報取り扱いの面などの理由により平
成２５年４月１日出生の方をもちまし
て５月１日号を最後に廃止とさせてい
ただきます。
　誠に申し訳ありませんが、ご理解
のほど、よろしくお願いします。なお、
お悔やみ情報につきましては、これま
でどおり掲載させていただきます。
問／広報課

65-0675／Fax63-4619

　広報あいこうか３月１日号裏表紙
「甲賀市の人口の推移」で「H24」となっ
ていますが、「H25」の誤りでした。お
詫びして訂正いたします。なお、他の
数値について誤りはございません。

お詫びと訂正
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子育て情報 ４月
■�皆さんの子育てを応援する子育て支援セ
ンターでは、いろいろな子育て支援事業を
行っています。
　�市内在住の未就園児とその保護者の方が
対象です。お気軽にご利用ください。

電話／ FAX 利用時間
水口子育て支援センター 65-5511／65-5522 月～土 9:00 ～ 17:00
土山子育て支援センター 66-0375／　  −  　 月～金 9:00 ～ 17:00
甲賀子育て支援センター 88-8115／88-8145 火～土 9:00 ～ 17:00
甲南子育て支援センター 86-0949 月～金 9:00 ～ 17:00
信楽子育て支援センター 82-2799 火～土 9:00 ～ 17:00

子育て情報 ４月
■�乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を
深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するた
め、市内の施設でいろいろな事業を行っています。

※�参加対象は市内の未就学児とその保護者です。どの地域
の活動にも参加していただけます。
※講座の詳しい内容は各担当にお問い合わせください。

子育て広場
《あかちゃんひろば》…対象）０～ 1歳の未就園児とその保護者

場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他
水口 16日(火)

10:00 ～
11:30

内子どもの生活についての話ほか
土山 12日(金)
甲賀 12日(金)

甲南 ①11日（木）
②19日（金）

対①6か月頃まで
　②7か月頃〜１歳

信楽 4日(木）

《キッズランド》　…対象）２歳半以上の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・持ち物・その他

水口 2日(火)

10:00 ～
11:30

内 ふれあいあそび、子どもの生活
についての話

土山 4日(木) 内ふれあいあそび
甲賀 16日(火) 内こいのぼり作り

甲南 12日(金) 内かぶと作り
持のり・手拭タオル

信楽 17日(水) 内手形でぺったんこいのぼり作り

《ぴょんぴょんひろば》…対象）１～ 2歳半の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他
水口 9日(火)

10:00 ～
11:30

内子どもの生活についての話ほか

土山 17日(水)

甲賀 9日(火)

甲南 ①16日（火）
②23日（火）

対①１歳～１歳８か月頃
　②１歳９か月～２歳５か月頃

信楽 ①  9日（火）
②23日（火）

対①１歳～１歳８か月
　②１歳９か月～２歳５か月

各子育て支援センター事業
事業名 日 時間 対象・内容・持ち物・その他

水　
口

あかちゃんルーム 1・8・15日（月） 13:30 ～ 15:00 対 1日：H24年11月生、8日：H24年12月生、15日：H25年1月生 

子育て講習「親子でヨガ」 11日（木） 10:00 ～ 11:00 対Ｈ24年4月～H24年10月生まれの未就園児とその保護者
他要申込・先着15組

子育て講習「すくすくトーク｣ 23日（火） 10:00 ～ 11:30
対Ｈ24年6月～H24年10月生まれの未就園児とその保護者　
他要申込・先着10組
内こいのぼりを作ろう・離乳食、幼児食など子どもの食事について

土　
山

出前ひろば
〜おひさまポケット〜 9日（火） 11:00 ～ 11:30 場フイランソ土山

子育て講習
「こいのぼりをつくろう｣ 26日（金） 10:00 ～ 11:30 対 1歳6か月以上の未就園児とその保護者　持はさみ・のり　

他要申込・先着15組

甲　
賀

あかちゃんルーム 5・19・26日（金） 10:00 ～ 11:30 対 0 ～ 1歳まで　

おはなし会 30日（火） 10:30 ～ 11:30

リフレッシュ講習
「ほっとタイム」 17日（水） 10:30 ～ 11:30 対 0 ～ 1歳まで　他要申込・先着10組

甲　
南

あかちゃんルーム 5日（金）・17日（水） 13:30 ～ 15:00 対 H24年12月生～H25年1月生の赤ちゃんとその保護者　
持バスタオル

おはなし会 15日（月） 10:45 ～ 11:00 他 9：30～ 11：30のオープンルーム内で

あかちゃんと
おしゃべりしましょ 26日（金） 13:30 ～ 15:00 対 8か月～ 1歳6か月までの赤ちゃんとその保護者　他要申込・先着10組

内言葉が出る前の子どもとのコミュ二ケーションのとり方

信　
楽

おじいちゃん・おばあちゃん
とあそぼうひろば 10日（水） 10:00 ～ 11:30 対未就園児と祖父母　内こいのぼり作り

おとうさんとあそぼうひろば 20日（土） 10:00 ～ 11:30 対未就園児と父親　内ダンボールでおもちゃ箱を作ろう

※「オープンルーム」「サークル」については、各センターにお問い合わせいただくか、各「支援センターだより」をご覧ください。
※子育て相談（9：00〜 17：00）　子育ての不安や悩みなど、どんなことでも一人で悩まず気軽にご相談ください。TEL、FAX、来所いずれでも結構です。

場：�場所 (場所の記載がないものは各支援センターで行います)
日時：�開催日・時間　
対：�対象 (年齢等の記載がないものは未就園児とその保護者です)
持：�持ち物 (記載がないものは特別に準備するものはありません)
　 ※�お茶、バスタオル、タオル、着替え、帽子、おむつ、手ふきなど

は必要に応じてお持ちください
他：�申込・定員 (記載がないものは申し込みは不要です)その他
内：�内容

家庭教育支援事業
こども未来課
問・申／ 86-8171／Fax86-8380

★親子ふれあい音楽広場
『ふれあいあそびフェスタ』

●日時／17日（水）１０：0０～１１：３０
（受付開始９：５０）
▶メインステージ
　10：15〜おはなし会
　10：40〜パネルシアター
　11：15〜おたのしみ
▶おはなしの本箱（10：00〜11：30）
　乳幼児むけの絵本紹介
▶子育て応援広場
　市内の子育て情報の紹介
※時間内の入退場は自由です。
●場所／サントピア水口
●対象／０歳～未就園児の親子
●その他／申込不要。無料

★乳幼児おはなし広場
　（同じ内容で２回開催）
●日時／23日(火)	10:30〜10:50
		  11:00〜11:20
●場所／水口図書館
●対象／0・1・2歳の未就園児とその保護者

児童館事業

★たけのこ子育て広場『のびっこ』
『こいのぼり作り』

問・申／ 82-2361／Fax82-3616
●日時／15日（月）10：00～12：00
●場所／たけのこ児童館
●定員／１０組（要申込）

★かえで子育て広場
『こいのぼり作り』

問・申／ 86-4363／Fax86-4958
●日時／18日（木）10：30〜11：30

●場所／かえで会館　学習室
●定員／10組（要申込）
●持ち物／のり・はさみ

★にんくる子育て広場
『こいのぼり作り』

問・申／ 88-5692／Fax88-5696
●日時／19日（金）１０：0０～１１：３０
●場所／にんくる児童館（相模教育集会所）
●定員／10組（要申込）

　健康に関する学習会を信楽開発センターで行い、60～ 70歳の住民の方20名が

参加しました。「軽運動」と「野菜をもっと食べよう」をテーマに、ボールを使った

ストレッチや正しいウォーキング、またグループワークなどを行いました。

■日常生活の中で転倒予防を

　年齢を重ねると体力や筋力の低下で転びやすくなります。普段からつま先を

上げて歩くように心がけるとすねの筋肉が鍛えられ、転倒防止につながります。

■１日３５０グラムの野菜を食べよう

　グループワークの中で、１日に必要な量の野菜３５０グラムを実際に計量し

たり、野菜をたくさん食べるための工夫を話し合ったりしました。

　参加者は、「意識はしているけどなかなか平均的には摂れてない」と話し、食生

活を見直すきっかけとなったようです。

「運動」と「食」でいつまでも元気に

健康推進連絡協議会事務局（健康推進課）　☎65-0703　 Fax63-4591問い合わせ

▲ボールを使ったストレッチで筋
力アップ

▲１日に必要な量の野菜350グラムを計量

～野菜をたくさん食べるために～

①朝、昼、夕の３食ごとに食べる
②加熱でかさを減らす
③乾物や冷凍野菜を上手に使う
④旬の野菜を食べる

親子の自由なスペース
「つどいの広場」

▶開催日時／�火・水・金曜日　10時〜15時
▶場　所／甲南青少年研修センター
▶対　象／�市内在住おおむね0〜3歳のお

子さんと保護者　※参加無料
問／社会福祉課　児童家庭支援係

65-0705／ Fax63-4085
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催し

6 土 14:00～14:30 おはなし会

20 土 14:00～14:30 おはなし会

23 火 ①10:30～10:50
②11:00～11:20

おはなし会　
※乳幼児向け

移動図書館 	 地域	 小学校

8 月 松尾・岩上方面 −　
9 火 柏木・伴谷方面 −　

10 水 伴谷方面 −　
16 火 貴生川方面 −　
＊4月は小学校の巡回はありません

催し

5 金 13:30～15:30 対面朗読　＊事前予約要

13 土 11:00～11:30 おはなし会　＊乳幼児向け

19 金 13:30～15:30 対面朗読　＊事前予約要

21 日 11:00～11:35 ふるるえいがかい
「とうさんまいご」

21 日 14:00～15:40 ふるる日曜名画座
「ジュリオの当惑」

26 金 14:00～14:20 紙芝居を楽しもう

27 土 14:0０～14:30 おはなしたまてばこ
おはなしかい

移動図書館 　
＊4月の巡回はありません

催し

13 土 14:00～14:30 おはなし会

27 土 14:00～14:30 おはなし会

移動図書館 　
＊4月の巡回はありません

催し

4 木 11:00～11:30 おはなし会　＊乳幼児向け

13 土 15:00～16:00 おはなし会

27 土 15:00～16:00 おはなし会

28 日 15:00～16:00 ティータイム・ピアノコンサート

移動図書館 　
＊4月の巡回はありません

催し

13 土 14:00～15:00 おはなし会と工作

22 月 11:00～11:30 おはなし会　＊乳幼児向け

27 土 11:00～11:30 おはなし会　

28 日 14:00～15:40 日曜映画会「フェアリーテイル」

移動図書館 	 地域	 小学校

16 火 大原学区 −　

23 火 油日学区 −　

30 火 佐山学区 −　
＊4月は小学校の巡回はありません

水
口
図
書
館

甲
南
図
書
交
流
館

土
山
図
書
館

信
楽
図
書
館

甲
賀
図
書
情
報
館

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

開館時間：10：00～18：00
☎63-7400  Fax63-4737

開館時間：10：00～18：00
　　　　（金曜日は21：00まで）
☎86-1504  Fax86-1505

開館時間：10：00～18：00
☎66-1056  Fax66-1067

開館時間：10：00～18：00
☎82-0320  Fax82-3921

開館時間：10：00～18：00
☎88-7246  Fax88-7005

4月図書館だより

甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.shiga.jp/

市の図書館では多くのボランティ
アの方に図書館の活動を支えていた
だいています。これまでに紹介した
図書館コンサートでの演奏やおはな
し会での読み聞かせの他にも、人形
劇を上演するグループや、手づくり
布絵本を制作するグループなども活
躍されています。
また、障がい者サービスの面では

対面朗読を行う音訳グループや図書
に点字を付ける点訳ボランティアの
方にご協力いただいています。
これからも様々な場面で皆さんの

力を発揮していただき、図書館をご
支援いただきたいと思います。

※移動図書館は都合により変更になる場合があります。詳しくは各図書館にお問い合わせください。

らいぶ らりん ●：休館日　■：整理のための閉館日

相

談

コ

ー

ナ

ー

4月

■ 人 権 な ん で も 相 談
　法務大臣が委嘱した人権擁護委員が、日常
生活での悩みごとや心配ごとのほか、地域や
職場でのトラブルや差別など、様々な相談に
応じます。申し込みは不要です。

開催日／場所
◦  1日（月）�	甲賀大原地域市民センター1階
		 第1相談室
◦  5日（金）	土山開発センター2階談話室
◦11日（木）	�水口社会福祉センター2階相談室
◦12日（金）	信楽開発センター1階会議室F
◦16日（火）	甲南庁舎2階団体室
時間／13：30～16：00
問／人権推進課	 ☎65-0694　Fax63-4582

■ 男 女 の 悩 み ご と 相 談
　家庭や地域・職場での人間関係、男女間の
トラブルなど、暮らしの中での様々な悩みごと
に応じます。

相談窓口／☎65-0751

開催日／
◦	��  1日（月）・  3日（水）・  5日（金）
	   8日（月）・10日（水）・12日（金）
　15日（月）・17日（水）・19日（金）
	 22日（月）・24日（水）・26日（金）
場所／水口庁舎１階人権推進課内相談室
時間／９：00～16：00
※�相談方法：電話または面接相談（面接相談
は事前予約が必要）

問／人権推進課	 ☎65-0695　Fax63-4582

■ 行 政 相 談
　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事
や特殊法人の業務について相談に応じます。申
し込みは不要です。

滋賀行政評価事務所「行政苦情110番」
	 	 ☎0570-090110
	 	 Fax077-525-1149

開催日／場所
◦	 1日（月）	 水口社会福祉センター
◦	 5日（金）	 土山開発センター
◦	11日（木）	 かふか生涯学習館
◦	17日（水）	 信楽開発センター
◦	19日（金）	 甲賀市市民福祉活動センター 相談室
時間／13：30～16：00
問／生活環境課	 ☎65-0686　Fax63-4582

■ 結 婚 相 談
　市が委嘱した結婚相談員が結婚を希望され
る方の相談に応じます。申し込みは不要です。
※�平成24年度より結婚相談の充実化を図るため、
相談場所を水口庁舎にて一本化しています。
ご了承ください。

開催日／6日（土）・20日（土）
場所／水口庁舎南別館１階
時間／13：00～16：00
問／農業振興課	 ☎65-0711　Fax63-4592

■ 教 育 相 談
　主に小・中学生に関する悩みごとや困りご
とについて、臨床心理士等の専門相談員が相
談に応じます。予約制となっています。

場所／学校、市役所甲南庁舎、甲賀市適応指
導教室など
問／学校教育課（こども教育支援係）
☎86-8100　Fax86-8196
問い合わせ受付時間／
　土・日・祝日を除く ８：30～17：15

■ 就 労 相 談
　就職・転職のための情報提供や公共職業安
定所への取り次ぎを行います。また、雇用保険
の受給者の方の就職活動としてもご利用いた
だけます。申し込みは不要です。
午前  開催日／場所
◦2日・9日・16日・23日・30日（火）	 かえで会館
◦2日・16日（火）			   宇川会館
◦3日・10日・17日・24日（水）	 梅田会館
◦3日・10日・17日・24日（水）	 西教育集会所
◦4日・18日（木）	 牛飼教育集会所
◦4日・18日（木）	 清和会館
◦9日・23日（火）	 伴谷公民館
◦10日・24日（水）	 新城教育集会所
◦11日・25日（木）	 土山地域市民センター
時間／９：30～11：30
午後  開催日／場所
◦3日・17日（水）	 水口中央公民館
◦3日・17日（水）	 かふか生涯学習館
◦5日・19日（金）	 相模教育集会所
◦5日・19日（金）	 信楽開発センター
◦10日・24日（水）	 上野教育集会所
◦12日・26日（金）	 大久保教育集会所
時間／13：30～15：30
問／商工政策課	 ☎65-0710　Fax63-4087

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

人形劇（水口）
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も
の
づ
く
り
こ
う
か

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報紙をめざします。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.lg.jp/

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

編集 ・発行

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎
※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

編 集 後 記
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最
新
の
シ
ス
テ
ム
で

製
造
履
歴
を
管
理

当
社
は
、コ
イ
ル
セ

ン
タ
ー
と
し
て
約
８
０

０
本
の
母ぼ

材ざ
い

を
扱
い
、

１
か
月
に
１
万
２
千
ト

ン
も
の
コ
イ
ル
を
加
工

し
て
い
ま
す
。

特
長
と
し
て
は
、設
立
11
年
目
と
非

常
に
新
し
い
会
社
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、設
備
や
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
最

新
の
も
の
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
で

す
。金

属
の
材
質
が
違
っ
て
い
て
も
、見

た
目
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
、

誤
出
荷
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
厳
し
く
問
わ

れ
、万
が
一
製
品
に
不
具
合
が
発
生
し

た
場
合
も
、直
ち
に
製
造
履
歴
を
追
え

る
よ
う
徹
底
し
て
管

理
し
、信
頼
を
得
て
い

ま
す
。

効
率
的
な
会
社

運
営
を
め
ざ
し
て

阪
和
興
業
が
運
営

す
る
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

６
工
場
の
う
ち
、日
本

に
あ
る
工
場
は
当
社

だ
け
で
す
。

高
品
質
な
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
を

担
っ
て
い
る
と
考
え
、国
内
で
の
供
給

を
維
持
し
て
い
く
よ
う
、よ
り
効
率
的

な
会
社
経
営
を
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
代
表
取
締
役
社
長　
佐さ

藤と
う 

泰や
す
正ま
さ

氏
談
）

甲賀ポン蔵　©2008 甲賀市工業会

＊�このコーナーでは、甲賀市工業会に
加盟されている、ものづくり企業を
紹介していきます。

▲お話を伺った
　佐藤社長

甲賀市工業会事務局（商工政策課）
☎65-0709　Fax63-4087

甲賀市工業会についての問い合わせ

設　
　
立
：
平
成
14
年

従
業
員
数
：
61
名

所
在
地
：
水
口
町
ひ
の
き
が
丘
32
番
地
２

☎
６
３
‐
８
２
１
１  

Fax
６
３
‐
８
２
６
０

D
A
TA

▲数多くのコイルを管理、加工する

コイルセンターとしてものづくりを支える

阪和スチールサービス株式会社
URL：http://www.hanwa.co.jp/hss/

■
■
■
■
■

甲賀市美術展覧会の写真の部では、市内のイベントを題材にした
作品が数多く展示されていました。私も同じ場所でカメラを構えて
いただけに、こうした捉え方もあるのかと、撮った方の姿勢や視点が
大変勉強になりました。

また、学校行事など撮りたくても思うように撮れない場合があると
いう悔しい思いを実行委員会や来場者の方か
ら聞くことができました。

現在の広報という立場が、子どもたちをはじ
め市内の様々な表情を伝える大切な役割だと
改めて感じ、責任ある立場だと常に肝に銘じて
カメラを向けたいと思います。い

鳥 カワセミ

甲賀市の花・木・鳥

木 スギ花 ササユリ

□国民健康保険税（12期）
□保育料・幼稚園使用料
□介護保険料（12期）
□後期高齢者医療保険料
□公共下水道使用料・
　 農業集落排水施設使用料・
　 処理施設使用料

◦ 今月の納税等 ◦

納期限は4月1日（月）です
市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。
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